
一
九
四
六
年
（
昭
和
二
十
一
年
）
四
十
七
歳

�
一
月
、
日
本
共
産
党
に
再
入
党
。
河
上
肇
が
死
去
、
棺
を
担
ぐ
。
三
月
、

党
京
都
地
方
委
員
会
再
建
会
議
に
参
加
。
胡
麻
郷
農
民
組
合
を
創
立
。
胡
麻

郷
の
「
鳥
ヶ
岳
句
会
」
を
指
導
す
る
。�

こ
の
年
か
ら
一
九
五
七
年
ま
で
は
、『
日
本
労
働
組
合
評
議
会
史
』
の
復

刊
な
ど
を
除
い
て
、
す
べ
て
加
賀
耿
二
の
署
名
で
あ
る
。

�
一
月
二
十
五
日
、「
十
姉
妹
」（
小
説
）
を
『
教
養
』（
健
文
社
）
に
。�

四
月
一
日
、「
樹
を
伐
る
音
」（
随
筆
）
を
『
眞
日
本
』（
大
阪
市
・
眞

日
本
社
）
創
刊
号
に
。

�
四
月
一
日
、「
浮
雲
過
太
空
│
河
上
先
生
を
お
く
る
│
」（
随
筆
）
を
『
東

西
』
創
刊
号
に
。

四
月
一
日
、「
草
の
塚
」（
小
説
）
を
『
東
西
』
に
連
載
開
始
（
第
一
巻
第

六
号
〈
十
一
月
二
十
日
発
行
〉
ま
で
五
回
連
載
。
未
完
。）

四
月
一
日
、「
蕾
の
梅
│
山
宣
追
悼
会
参
列
記
│
」（
随
筆
）
を
『
日
本
輿

論
』（
金
沢
市
・
輿
論
社
）
に
。

四
月
十
四
日
、「
牢
獄
と
貴
族
と

過
去
に
お
け
る
我
が
国
労
働
組
合
の

人
々
」（
論
説
）
を
『
時
論
』（
京
都
・
大
雅
堂
）
に
。�

六
月
一
日
、「
馬
鈴
薯
」（
小
説
）
を
『
時
論
』
第
一
巻
第
六
号
に
。

�
六
月
一
日
、「
逃
亡
記
」（
小
説
）
を
『
文
明
』（
文
明
社
）
六
・
七
月
合

併
号
に
。

七
月
十
五
日
、
加
賀
耿
二
著
『
綿
』（
四
六
判
・
紙
装
・
二
三
九
頁
・
十

四
円
・
装
幀
井
澤
元
一
）
を
諸
作
品
の
伏
字
を
お
こ
し
て
三
一
書
房
か
ら
刊

行
。
綿
／
三
・
一
五
事
件
挿
話
／
踊
る
／
幼
き
合
唱
／
樹
の
な
い
村
、
を
収

録
。�帯

に
次
の
文
章
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

本
集
に
お
さ
め
た
わ
た
し
の
貧
し
い
諸
作
品
は
、
も
と
「
須
井
一
」

の
筆
名
で
発
表
せ
ら
れ
た
も
の
で
す
。
い
ま
わ
が
民
主
々
義
革
命
途
上

の
政
治
的
自
由
の
中
で
、
再
び
陽
の
目
を
見
る
こ
と
の
出
来
た
の
は
、

わ
た
し
の
望
外
の
よ
ろ
こ
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

谷
口
善
太
郎
・
執
筆
年
表
（
著
作
目
録
）
下

秦

重

雄
五
九



一
九
四
六
年
七
月

加
賀
耿
二

八
月
十
五
日
、「
そ
の
頃
の
河
上
先
生
の
こ
と
│
「
雑
草
集
」
解
説
に

か
へ
て
」
を
『
雑
草
集

其
二
』（
日
本
科
学
社
刊
）
に
収
録
。
副
題
の

「
│
「
雑
草
集
」
解
説
に
か
え
て
」
を
削
除
し
て
、『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣

師
』
に
収
録
。「
加
藤
年
譜
」
の
『
雑
草
集
』
は
間
違
い
。
な
お
、『
雑
草

集
』（
一
九
四
六
年
六
月
二
十
日
、
大
雅
堂
刊
）
に
は
谷
口
善
太
郎
の
文

章
は
見
当
た
ら
な
い
。

八
月
十
五
日
、『
時
論
』
第
一
巻
第
八
・
九
号
の
座
談
会
「
共
産
党
を

語
る
│
共
産
党
批
判
│
」
に
「
作
家
・
加
賀
耿
二
」
と
し
て
出
席
。
他
の

出
席
者
は
、
末
川
博
（
立
命
館
大
学
学
長
）、
滝
川
幸
辰
（
京
都
帝
大
法

学
部
長
）、
恒
藤
恭
（
大
阪
商
大
学
長
）、
名
和
統
一
（
大
阪
商
大
教

授
）、
本
社
編
輯
部
員
。

�
十
二
月
、『
句
集

鳥
ヶ
岳
』
第
一
集
を
発
行
。
現
物
未
確
認
、
加
藤
則

夫
「
胡
麻
郷
と
晩
節
」（『
た
に
ぜ
ん
の
文
学
』
所
収
）
に
よ
る
。�

（
編
者
注
）

「
加
藤
年
譜
」
に
は
、「
九
月
、「
解
放
は
自
ら
の
手
で
」
を
『
京
都
大
学

新
聞
』
に
発
表
。」
と
あ
る
が
、
該
当
文
は
見
当
た
ら
な
い
。『
京
都
大
学
新

聞
』
と
は
一
九
五
九
年
か
ら
の
名
称
。
こ
の
時
期
は
『
学
園
新
聞
』
で
あ

る
。

一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
年
）
四
十
八
歳

一
月
十
五
日
、『
句
集

鳥
ヶ
岳
』
第
二
集
を
発
行
。
編
集
兼
発
行
者

は
加
賀
耿
二
。
発
行
所
は
、
京
都
府
船
井
郡
胡
麻
郷
村
字
胡
麻

吉
竹
実

美
方

鳥
ヶ
岳
句
会
。
会
員
は
十
二
名
。
Ａ
５
判
・
十
三
頁
・
三
円
。
俳

句
六
句
・「
余
白
に
」（
耿
二
）・「
会
員
諸
氏
に
」（
耿
二
記
）
を
収
録
。

「
わ
が
ペ
ン
の
音
に
気
づ
き
ぬ
夜
半
の
冬
」（
加
賀
耿
二
）

二
月
十
三
日
、『
句
集

鳥
ヶ
岳
』
第
三
集
を
発
行
。
編
集
兼
発
行
者

は
加
賀
耿
二
。
Ａ
５
判
・
十
三
頁
、
四
円
。
俳
句
二
句
・「
俳
句
の
歴
史
」

マ
マ

・「
嘘
と
真
実
」（
耿
二
記
）・「
編
集
雑
誌
」（
耿
二
記
）
を
収
録
。「
俳
句

の
歴
史
」
は
、「
大
野
林
火
編
の
『
俳
句
の
す
ゝ
め
』（
三
省
堂
刊
）
の
中

か
ら
、
耿
二
が
少
し
書
き
直
し
て
転
載
し
た
」
と
「
編
集
雑
誌
」
に
あ

る
。「
陶
工
宇
野
三
吾
訪
問

逝
く
年
を
青
磁
の
壺
と
語
り
け
り
」（
耿

二
）三

月
二
十
日
、『
句
集

鳥
ヶ
岳
』
第
四
集
を
発
行
。
編
集
兼
発
行
者

は
加
賀
耿
二
。
Ａ
５
判
・
十
三
頁
・
四
円
。
俳
句
五
句
・「
松
尾
芭
蕉
│

俳
句
の
歴
史
│
２
」（
論
説
・
耿
二
生
）
を
収
録
。「
子
の
紅
を
妻
も
貰
ひ

つ
雛
祭
」（
耿
二
）

四
月
二
十
日
、『
句
集

鳥
ヶ
岳
』
第
五
集
を
発
行
。
編
集
兼
発
行
者

は
加
賀
耿
二
。
Ａ
５
判
・
十
一
頁
・
四
円
。
俳
句
の
収
録
は
な
し
。

�
四
月
、
京
都
第
二
区
よ
り
党
公
認
と
し
て
衆
議
院
選
挙
に
立
候
補
、
落

選
。�

六
〇



五
月
十
五
日
、『
句
集

鳥
ヶ
岳
』
第
六
集
を
発
行
。
編
集
兼
発
行
者

は
加
賀
耿
二
。
Ａ
５
判
・
九
頁
・
定
価
未
記
載
。
俳
句
の
収
録
は
な
し
。

七
月
二
十
五
日
、『
句
集

島
ヶ
岳
』
第
七
集
を
発
行
。
編
集
・
発
行

は
加
賀
耿
二
。
Ａ
５
判
・
十
二
頁
・
十
円
。
会
員
三
十
一
名
。
・
俳
句
三

句
・「
与
謝
蕪
村
│
俳
句
の
歴
史
３
│
」（
論
説
・
耿
二
生
）
を
収
録
。

「
清
水
（
即
詠
）
鎌
置
き
て
ま
づ
は
ら
ば
ひ
し
清
水
か
な
」（
耿
二
）

�
十
二
月
一
日
、「
い
の
し
し
の
被
害
│
京
都
胡
麻
郷
開
墾
地
現
地
報
告
│
」

（
論
説
）
を
『
農
政
評
論
』
に
。『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』
に
収
録
。�

（
編
者
注
）

『
句
集

鳥
ヶ
岳
』
第
二
集
か
ら
第
十
集
ま
で
の
コ
ピ
ー
の
入
手
に
つ
い

て
は
伊
藤
哲
英
氏
の
お
手
を
煩
わ
し
た
。
お
名
前
を
記
し
て
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。
な
お
、
伊
藤
哲
英
「
資
料

谷
善
と
俳
句

句
誌
『
鳥
ヶ
岳
』

胡
麻
郷
鳥
ヶ
岳
句
会
」（『
谷
善
と
現
代
』
第
二
号
、
二
〇
一
八
年
六
月
八

日
、
谷
口
善
太
郎
を
語
る
会
発
行
）
に
よ
っ
て
、『
句
集

鳥
ヶ
岳
』
の
詳

細
が
、
集
ご
と
に
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
。

一
九
四
八
年
（
昭
和
二
十
三
年
）
四
十
九
歳

�
三
月
十
五
日
、「
待
月
昇
│
そ
の
頃
の
先
生
の
こ
と
│
」
を
『
回
想
の
河

上
肇
』（
世
界
評
論
社
刊
）
に
。

八
月
二
十
五
日
、『
日
本
労
働
組
合
評
議
会
史
』
上
巻
を
谷
口
善
太
郎
の

名
前
で
高
桐
書
院
か
ら
刊
行
。

十
二
月
二
十
日
、
加
賀
耿
二
著
『
清
水
焼
風
景
』（
四
六
判
・
紙
装
・
二

七
〇
頁
・
一
五
〇
円
）
を
郷
土
書
房
（
東
京
都
千
代
田
区
）
か
ら
刊
行
。
清

水
焼
風
景
／
あ
と
が
き
、
を
収
録
。�

十
二
月
三
十
日
、「
座
談

民
主
主
義
文
学
の
課
題
」（『
文
華
』
第
三

十
六
号
）
に
「
作
家

加
賀
耿
二
」
と
し
て
出
席
。
出
席
者
は
他
に
岩
上

順
一
・
宮
川
実
・
森
山
啓
。『
文
華
』
は
石
川
文
化
懇
話
会
が
編
集
、
北

国
新
聞
社
刊
。

�
十
二
月
二
十
日
、『
日
本
労
働
組
合
評
議
会
史
』
下
巻
を
谷
口
善
太
郎
の

名
前
で
高
桐
書
院
か
ら
刊
行
。�

（
編
者
注
）

「
待
月
昇
│
そ
の
頃
の
先
生
の
こ
と
│
」
の
末
尾
に
、「
附
記

本
稿
は
先

生
の
詩
歌
集
『
第
二
雑
草
集
』
の
あ
と
が
き
と
し
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ

る
。
多
忙
に
て
新
稿
の
出
来
な
か
つ
た
こ
と
を
本
書
編
輯
社
及
び
読
者
諸
氏

に
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。
加
賀
生
」
と
あ
る
。

一
九
四
九
年
（
昭
和
二
十
四
年
）
五
十
歳

�
一
月
、
京
都
第
一
区
よ
り
衆
議
院
選
挙
に
立
候
補
、
初
当
選
。
日
本
共
産

党
は
四
議
席
か
ら
三
十
五
議
席
に
と
大
躍
進
し
た
。�

二
月
二
十
八
日
、『
句
集

鳥
ヶ
岳
』
第
八
集
を
発
行
。
編
集
兼
発
行

者
は
加
賀
耿
二
。
Ａ
５
判
・
十
五
頁
・
二
十
円
。
俳
句
八
句
を
収
録
。

「
柿
一
つ
供
え
て
吾
子
を
忍
び
け
り
」（
耿
二
）

�
四
月
一
日
、「
議
員
に
選
ば
れ
て
」（
随
筆
・
谷
口
善
太
郎
〈
加
賀
耿

谷
口
善
太
郎
・
執
筆
年
表
（
著
作
目
録
）
下

六
一



二
〉）
を
『
新
日
本
文
学
』
に
。�

マ
マ

四
月
五
日
、『
句
集

鳥
ヶ
岳
』
第
九
号
を
発
行
。
編
集
兼
発
行
者
は

加
賀
耿
二
。
Ａ
５
判
・
十
三
頁
・
十
五
円
。
俳
句
六
句
を
収
録
。「
春
泥

や
茶
碗
わ
り
た
る
日
も
あ
り
き
」（
耿
二
）

五
月
一
日
、「
大
正
九
年
の
頃
」（「
メ
ー
デ
ー
に
思
う
」
欄
・
随
筆
・

谷
口
善
太
郎
）
を
『
労
働
評
論
』（
毎
日
新
聞
内
労
働
協
会
）
に
。「
メ
ー

デ
ー
昔
話
」
と
改
題
し
て
『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』
に
収
録
。

マ
マ

五
月
五
日
、『
句
集

鳥
ヶ
岳
』
第
十
号
を
発
行
。
編
集
兼
発
行
者
は

加
賀
耿
二
。
Ａ
５
判
・
十
三
頁
・
十
五
円
。
俳
句
の
収
録
は
な
し
。「
○

加
賀
耿
二
氏

何
れ
帰
郷
の
予
定
と
承
っ
て
い
ま
す
が
今
回
都
合
で
左
記

へ
転
居
さ
れ
ま
し
た
。
京
都
へ
来
ら
れ
た
ら
是
非
寄
っ
て
く
れ
と
の
こ
と

で
す
。
京
都
市
左
京
区
一
乗
寺
染
殿
町
二
二
」
と
「
消
息
」
欄
に
あ
る
。

六
月
一
日
、「
追
い
つ
め
ら
れ
た
地
方
自
治
体
」（
論
説
・
谷
口
善
太

郎
）
を
『
新
し
い
世
界
』（
日
本
共
産
党
出
版
部
発
行
）
に
。

一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
十
五
年
）
五
十
一
歳

�
蜷
川
虎
三
を
説
得
し
て
知
事
選
へ
の
出
馬
を
決
意
さ
せ
た
。�

一
月
一
日
、「
国
会
│
第
十
五
控
室
│
」
第
一
部
（
小
説
・
加
賀
耿
二

ま
つ
や
ま
ふ
み
お
画
）
を
『
真
相

特
集
版
』
第
十
五
集
（
編
者
注
・

「
つ
づ
く
」
と
あ
る
が
こ
の
号
の
み
）
に
。

�
二
月
一
日
、『
改
造
文
芸
』
の
座
談
会
「
共
産
党
首
脳

文
学
者
と
語
る
」

に
谷
口
善
太
郎
で
出
席
。
出
席
者
は
他
に
共
産
党
側
か
ら
は
野
坂
参
三
、
大

村
英
之
助
（
共
産
党
文
化
部
長
）、
文
学
者
側
か
ら
は
宇
野
浩
二
、
豊
島
与

志
雄
、
石
川
達
三
、
司
会
は
高
田
保
。

六
月
、
党
中
央
委
員
公
職
追
放
の
後
を
受
け
て
党
臨
時
中
央
指
導
部
員
と

な
る
。
朝
鮮
戦
争
勃
発
と
同
時
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
よ
っ
て
公
職
追
放
さ
れ

る
。�十

月
十
五
日
、「（
一
九
三
一
年
四
月
作
│
一
九
五
〇
年
七
月
訂
正
）」

と
末
尾
に
記
し
た
加
賀
耿
二
作
「
綿
」
を
収
録
し
た
『
現
代
日
本
小
説
大

系

第
四
十
一
巻

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
２
』（
解
説
中
野
重
治
）
を
河

出
書
房
が
刊
行
。

（
編
者
注
）

『
政
治
と
文
学
』
三
号
（
一
九
八
二
年
八
月
十
五
日
、
政
治
と
文
学
の
会

発
行
）
掲
載
の
草
野
信
男
「
須
井
一
「「
綿
」
に
つ
い
て

附
、
谷
口
善
太

郎
著
作
目
録
・
略
年
譜
」
は
左
記
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

一
九
五
〇
年
の
谷
口
善
太
郎
の
位
置
は
今
少
し
複
雑
で
あ
る
。（
中

略
）
当
時
、
日
本
共
産
党
の
中
央
幹
部
に
登
用
さ
れ
た
著
者
は
、
所
謂

日
本
共
産
党
の
五
〇
問
題
と
い
わ
れ
る
党
の
分
裂
に
際
し
所
感
派
に
属

し
て
い
た
が
、
活
動
を
展
開
す
る
矢
先
に
不
当
に
も
公
職
追
放
に
附
さ

れ
、
職
業
革
命
家
と
し
て
政
治
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
谷
口
自
身
は
可
能
な
限
り
で
の
非
公
然
活
動

に
従
事
し
て
い
た
と
い
っ
て
い
る
が
、
地
下
に
潜
行
し
て
い
な
い
以

六
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上
、
そ
れ
は
著
し
く
制
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
う
い
う
こ

と
か
ら
思
わ
ぬ
時
間
的
余
裕
を
も
っ
た
作
者
は
再
び
文
学
の
世
界
に
帰

る
動
き
を
示
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
手
始
め
に
旧
作
「
綿
」
大
幅
改
訂

の
筆
を
執
っ
た
ほ
か
短
篇
の
創
作
な
ど
も
試
み
る
。

谷
口
善
太
郎
が
忠
誠
を
誓
っ
て
い
た
党
（
所
感
派
）
は
、
こ
の
時

期
、
民
主
陣
営
内
の
分
裂
主
義
者
と
し
て
立
ち
現
れ
て
い
た
が
、
民
主

主
義
文
学
運
動
の
分
野
に
も
分
裂
主
義
を
持
ち
込
み
、
己
れ
の
党
派
に

従
属
す
る
文
学
グ
ル
ー
プ
と
し
て
『
人
民
文
学
』
を
創
刊
、
育
成
し

た
。
五
一
年
か
ら
五
二
年
に
か
け
て
二
度
に
わ
た
り
そ
の
『
人
民
文

学
』
に
短
篇
を
発
表
し
て
い
る
谷
口
は
、
旧
作
「
綿
」
を
党
（
所
感

派
）
の
文
芸
路
線
を
反
映
す
る
作
品
に
仕
立
直
す
こ
と
を
思
い
つ
い
た

よ
う
に
み
え
る
。（
中
略
）
党
（
所
感
派
）
が
当
面
の
戦
略
課
題
を
民

族
解
放
に
お
い
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
文
学
作
品
に
お
い
て
も
階
級
性
よ

マ
マ

り
民
族
性
を
重
視
す
る
と
い
う
民
族
主
義
的
偏
向
を
露
（
あ
ら
）
わ
に

し
て
い
た
。（
中
略
）
谷
口
善
太
郎
も
旧
作
「
綿
」
に
大
幅
の
改
訂
を

施
す
こ
と
に
よ
り
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
史
上
の
佳
作
を
党
（
所
感

派
）
の
文
芸
路
線
に
そ
う
作
品
と
し
て
再
生
さ
せ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
党
（
所
感
派
）
に
対
す
る
自
身
の
忠
誠
の
証
し
を
た
て
よ
う
と
し
た

も
の
と
み
ら
れ
る
。
即
ち
、
漢
字
の
大
幅
な
平
仮
名
化
は
ひ
た
す
ら
な

平
易
化
の
追
究
で
あ
り
、
会
話
に
お
け
る
方
言
の
徹
底
は
階
級
性
を
犠

牲
し
て
も
民
族
性
を
際
立
た
せ
よ
う
と
す
る
志
向
の
現
れ
で
あ
る
。

（
中
略
）
一
九
五
〇
年
七
月
の
改
訂
は
「
訂
正
」
で
は
な
く
「
改
悪
」

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
い
う
な
ら
ば
一
九
五
〇
年
代
に
お
け

る
作
者
の
政
治
的
・
思
想
的
誤
謬
の
産
物
が
「
綿
」
新
訂
版
な
の
だ
。

（
中
略
）
著
者
が
既
に
亡
い
今
日
、「
綿
」
の
ど
の
版
を
決
定
版
と
す
る

か
は
出
版
社
編
集
部
な
り
解
説
者
の
見
識
に
俟
つ
し
か
な
い
と
思
わ
れ

る
が
、
事
情
が
そ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
「
綿
」
解
説
者
は
せ
め
て
一
九
五

〇
年
七
月
の
著
者
に
よ
る
大
幅
改
訂
の
事
情
ぐ
ら
い
は
そ
の
「
解
説
」

に
お
い
て
ふ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
九
五
一
年
（
昭
和
二
十
六
年
）
五
十
二
歳

�
六
月
一
日
、「
道
づ
れ
」（
小
説
・
加
賀
耿
二
）
を
『
人
民
文
学
』
を
発

表
。�六

月
〈
日
付
な
し
〉、
中
国
語
訳
の
、�
日
本

須
井
一
著
『
棉
花
』

（
胡
風
訳
、
縦
十
七
セ
ン
チ
・
横
十
二
セ
ン
チ
・
紙
装
・
八
七
頁
・
定
価

四
〇
〇
〇
）�
が
上
海
・
泥
土
社
か
ら
刊
行
さ
れ
る
。
序
／
棉
花
、
を
収

録
。八

月
一
日
、「
名
作
連
載

綿
」〈
加
賀
耿
二
作

編
集
部
（
篇
）
第
一

回
〉
を
『
新
女
性
』
に
。（
編
者
注
・「
編
集
部
で
は
作
者
の
了
解
を
得

て
、
約
半
分
に
要
約
し
二
回
に
わ
た
つ
て
連
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。」
と
あ
る
。）

九
月
一
日
、「
名
作
連
載

綿
」（
完
結
篇
）
を
『
新
女
性
』
に
。

一
九
五
二
年
（
昭
和
二
十
七
年
）
五
十
三
歳

�
一
月
一
日
、「
犬
と
泥
棒
」（
小
説
・
加
賀
耿
二
）
を
『
人
民
文
学
』
に
。�

谷
口
善
太
郎
・
執
筆
年
表
（
著
作
目
録
）
下

六
三



二
月
四
日
、「
解
放
戦
の
苦
斗
描
く
」（
書
評
・
加
賀
耿
二
）
を
『
学
園

新
聞
』
に
。

二
月
〈
日
付
な
し
〉、
加
賀
耿
二
「
綿
」
を
収
録
し
た
『
小
説
集

日

マ
マ

本
人
労
働
者
』（
小
四
六
判
・
紙
装
・
一
八
九
頁
・
七
、
〇
〇
〇
圓
）
が

中
国
・
民
主
新
聞
社
か
ら
刊
行
さ
れ
る
。

三
月
〈
日
付
な
し
〉、
加
賀
耿
二
「
犬
と
泥
棒
」
が
『
前
進
』
第
二
十

六
号
に
再
録
さ
れ
る
。

九
月
一
日
、「
総
選
挙
に
あ
た
っ
て

部
落
問
題
を
こ
う
考
え
る
」（
ア

ン
ケ
ー
ト
回
答
）
を
『
部
落
』（
部
落
問
題
研
究
所
発
行
）
に
。

（
編
者
注
）

「
解
放
戦
の
苦
斗
描
く
」
は
『
白
樺
天
皇
行
状
記
│
呂
梁
英
雄
伝

正
篇
』

（
馬
烽
・
西
戎
著
、
三
好
一
訳
、
一
九
五
一
年
十
二
月
三
十
日
、
三
一
書
房

〈
京
都
市
左
京
区
〉
刊
）
の
書
評
。

『
前
進
』
は
中
国
・
瀋
陽
市
和
平
区
民
主
路
四
九
号
・
民
主
新
聞
社
発
行

の
日
本
語
雑
誌
。

『
小
説
集

日
本
人
労
働
者
』
も
同
じ
民
主
新
聞
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い

る
。
収
録
作
品
は
、
春
川
鐡
男
「
日
本
人
労
働
者
（
第
二
部
）」／
加
賀
耿
二

「
綿
」／
松
田
解
子
「
地
底
の
人
々
」
の
三
作
。「
綿
」
は
「
新
女
性
編
集
部

編
」
と
あ
る
。
前
年
の
『
新
女
性
』
掲
載
の
「
綿
」
が
そ
の
ま
ま
収
録
さ
れ

て
い
る
。

一
九
五
三
年
（
昭
和
二
十
八
年
）
五
十
四
歳

�
十
二
月
十
五
日
、
谷
口
善
太
郎
著
『
日
本
労
働
組
合
評
議
会
史
』
上
（
青

木
文
庫
）
を
青
木
書
店
か
ら
刊
行
。「
青
木
文
庫
版
へ
の
あ
と
が
き
」
を
収

録
。�一

九
五
四
年
（
昭
和
二
十
九
年
）
五
十
五
歳

�
二
月
一
日
、
谷
口
善
太
郎
著
『
日
本
労
働
組
合
評
議
会
史
』
下
（
青
木
文

庫
）
を
刊
行
。

四
月
一
日
、「
階
級
戦
士
と
し
て
の
同
志
山
本
宣
治
」（
随
筆
・
谷
口
善

太
郎
）
を
『
前
衛
』
に
。『
社
会
問
題
研
究
』
一
九
二
九
年
九
月
の
同
名

の
掲
載
文
に
「
は
し
が
き
」
と
「
注
」
を
追
加
し
た
も
の
。『
つ
り
の
で

き
ぬ
釣
師
』
に
収
録
。

�
十
二
月
二
十
五
日
、
加
賀
耿
二
『
清
水
焼
風
景
』（
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

長
篇
小
説
集
５

四
六
判
・
厚
紙
装
・
カ
バ
ー
・
帯
・
二
二
〇
頁
・
二
〇
〇

円
）
を
三
一
書
房
か
ら
刊
行
。
清
水
焼
風
景
／
恐
慌
以
後
／
解
説
に
か
え
て

〈
加
賀
耿
二
〉／「
加
賀
耿
二
年
譜
」
を
収
録
。�

（
編
者
注
）

『
清
水
焼
風
景
』（
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
長
篇
小
説
集
５
）
所
収
の
「
恐
慌

以
後
」
は
、
末
尾
に
、（
一
九
三
三
年
五
月
改
作
）
と
記
し
て
い
る
（
二
〇

五
頁
）。
な
お
、
帯
文
は
左
記
の
通
り
。

「
清
水
焼
風
景
」
は
一
九
三
二
年
夏
に
書
き
あ
げ
ら
れ
、
同
年
十
月

六
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改
造
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
が
、
す
ぐ
発
禁
と
な
つ
た
。
こ
れ
は
京
都
の

陶
器
労
働
者
の
闘
争
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。「
恐
慌
以
後
」
は
一
九

三
一
年
秋
に
書
か
れ
、
一
九
三
三
年
一
月
号
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
」
に
連
載
さ
れ
た
も
の
。
前
作
「
綿
」
の
続
篇
と
も
い
う
べ
き
も
の

で
あ
る
。

以
下
出
て
来
る
掲
載
紙
誌
に
つ
い
て
注
記
し
て
お
く
。『
前
衛
』『
ア
カ
ハ

タ
』（
後
に
『
赤
旗
』）『
赤
旗
日
曜
版
』『
月
刊
学
習
』『
議
会
と
共
産
党
』

（
後
に
『
議
会
と
自
治
体
』）『
学
生
新
聞
』『
読
書
の
友
』
は
日
本
共
産
党
発

行
の
定
期
刊
行
物
で
あ
る
。『
京
都
民
報
』
は
京
都
民
報
社
発
行
の
地
方
政

治
新
聞
。『
民
主
青
年
新
聞
』
は
日
本
民
主
青
年
同
盟
中
央
機
関
紙
。『
解
放

旗
』
は
日
本
民
主
青
年
同
盟
京
都
府
委
員
会
機
関
紙
（
後
に
『
京
都
青

年
』）
で
あ
る
。

図
書
館
・
文
学
館
で
閲
覧
出
来
ず
、
ま
た
、
古
書
で
も
入
手
で
き
な
か
っ

た
、
日
本
共
産
党
発
行
の
定
期
刊
行
物
掲
載
の
三
文
献
に
つ
い
て
、
日
本
共

産
党
中
央
委
員
会
資
料
室
の
鈴
木
裕
子
さ
ま
の
お
手
を
煩
わ
せ
た
。
お
名
前

を
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
十
年
）
五
十
六
歳

五
月
三
十
日
、
加
賀
耿
二
「
綿
」
を
収
録
し
た
『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
大
系

第
五
巻
』
を
三
一
書
房
が
刊
行
（「
解
説
」
は
小
田
切
秀

雄
）。

六
月
一
日
、『
大
乗
』
の
「
対
談

労
働
者
と
宗
教

人
間
観
」（
鼎
談

谷
口
善
太
郎
・
前
芝
確
三
・
安
部
大
悟
）
に
出
席
。

六
月
十
二
日
、「
戦
前
の
労
働
学
校
の
思
い
出
」（
随
筆
・
谷
口
善
太

郎
）
を
『
学
習
の
手
引
き

と
も
し
び
』（
京
都
勤
労
者
教
育
協
会
発
行
）

に
。八

月
十
日
、
加
賀
耿
二
「
綿
」
を
収
録
し
た
『
現
代
日
本
小
説
大
系
』

第
四
十
三
巻
（
解
説
中
野
重
治
）
が
刊
行
さ
れ
る
。
一
九
五
〇
年
刊
の

『
現
代
日
本
小
説
大
系

第
四
十
一
巻

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
２
』
と
内

容
は
同
じ
。

八
月
十
日
、『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
』（
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム

、
筑
摩

書
房
刊
）
に
、「
傑
作
「
綿
」
を
『
ナ
ッ
プ
』
に
発
表
し
た
須
井
一
（
谷

口
善
太
郎
）」
の
顔
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
（
四
十
八
頁
）。
帽
子
、
眼
鏡
、

背
広
、
ネ
ク
タ
イ
姿
。（
編
者
注
）
病
臥
中
だ
っ
た
須
井
一
の
時
期
で
は

な
い
。

一
九
五
六
年
（
昭
和
三
十
一
年
）
五
十
七
歳

十
一
月
三
十
日
、「
大
山
先
生
と
新
労
農
党
」（
随
筆
・
谷
口
善
太
郎
）

を
収
録
し
た
『
大
山
先
生
の
思
い
出
』（
大
山
郁
夫
伝
附
録
）
を
中
央
公

論
社
か
ら
刊
行
。（
一
九
五
五
年
十
二
月
十
八
日
、
同
志
社
大
学
に
お
け

る
大
山
郁
夫
追
悼
懇
談
会
で
の
挨
拶
の
速
記
）
と
あ
る
。

谷
口
善
太
郎
・
執
筆
年
表
（
著
作
目
録
）
下
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一
九
五
七
年
（
昭
和
三
十
二
年
）
五
十
八
歳

五
月
五
日
、
須
井
一
「
綿
」
を
収
録
し
た
『
現
代
日
本
文
学
全
集

昭
和
小
説
集
（
一
）』（
筑
摩
書
房
）
が
刊
行
さ
れ
る
。
綿
／
年
譜
／
解
説

（
臼
井
吉
見
）
を
収
録
。

七
月
十
五
日
、「
労
働
者
・
源
三

須
井
一
（
加
賀
耿
二
）」（
編
者
注

・
第
一
部
）
を
収
録
し
た
小
田
切
秀
雄
編
『
続
発
禁
作
品
集
』（
北
辰
堂
）

が
刊
行
さ
れ
る
。

（
編
者
注
）「
解
説
」（
小
田
切
秀
雄
）
に
は
、「
い
ま
作
者
の
手
も
と
に

禁
止
部
分
の
校
正
刷
が
保
存
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
ん
ど
は
じ
め
て
伏
字

な
し
で
発
表
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。」（
二
四
六
頁
）
と
あ
る
。

十
一
月
三
十
日
、
加
賀
耿
二
「
清
水
焼
風
景

抄
」（
編
者
注
・
第
八

章
の
一
部
）
を
収
録
し
た
『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
大
系

第
六
巻
』

（
三
一
書
房
）
が
刊
行
さ
れ
る
。

以
降
の
署
名
は
「
谷
口
善
太
郎
」。「
加
藤
年
譜
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

が
、『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
初
出
が
末
尾
に

記
さ
れ
て
い
る
の
で
□
で
囲
ま
ず
、�

�
扱
い
と
し
た
。

一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
五
十
九
歳

一
月
二
十
七
日
、「�
闘
争
か
然
ら
ず
ん
ば
死
か
�
の
心
境

入
党
の
頃

の
河
上
先
生
」（
随
筆
）
を
『
学
園
新
聞
』
に
。

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
六
十
歳

四
月
二
十
七
日
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
を
『
京
都
旧
友
ク
ラ
ブ
会
報
』
第

二
十
一
号
に
。

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
六
十
一
歳

�
十
一
月
、
京
都
第
一
区
よ
り
衆
議
院
選
挙
に
立
候
補
、
当
選
。
追
放
後
、

十
年
目
に
議
席
を
奪
還
�

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
六
十
二
歳

二
月
一
日
、「
社
会
主
義
的
人
間
│
訪
ソ
日
記
か
ら
│
」（
随
筆
）
を

『
学
習
の
友
』（
労
働
者
教
育
協
会
発
行
）
に
。

三
月
一
日
、「
三
・
一
五
事
件
の
こ
ろ
」（
随
筆
）
を
『
前
衛
』
に
。

十
月
十
五
日
、
十
一
月
一
日
、
十
一
月
十
一
日
、「
訪
ソ
だ
よ
り
①
②

③
」（
随
筆
）
を
『
京
都
民
報
』
に
。

�
十
月
二
十
日
、「
公
園
で
」（
随
筆
）
を
『
小
説
中
央
公
論
』
第
六
号
「
随

筆
風
掌
品
」
欄
に
。『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』
に
収
録
。�

十
月
一
日
、「
臨
時
国
会
の
焦
点
と
わ
が
党
の
任
務
」（
論
説
）
を
『
議

会
と
共
産
党
』
に
。

十
一
月
一
日
、『
議
会
と
共
産
党
』
の
「
編
集
印
刷
発
行
人
」
と
な
る
。

前
任
者
は
岩
間
正
男
。

六
六



一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
六
十
三
歳

一
月
一
日
、「
年
頭
に
あ
た
っ
て
」（
挨
拶
文
）
を
『
京
都
民
報
』
に
。

一
月
一
日
、「『
議
会
と
自
治
体
』
誌
に
改
題
す
る
に
あ
た
っ
て
」（
挨

拶
文
）、「
独
占
に
奉
仕
す
る
人
権
無
視
の
郵
政
「
特
別
考
査
」（
衆
議
院

逓
信
委
員
会
で
の
質
疑
応
答
）「
談
話

補
正
予
算
に
反
対
す
る
」
を

『
議
会
と
共
産
党
』
に
。

四
月
一
日
、「
誠
実
に
け
ん
き
ょ
に
率
直
に
訴
え
よ
う
│
実
践
的
選
挙

活
動
に
つ
い
て
│
」（
活
動
者
会
議
で
の
発
言
）
を
『
議
会
と
自
治
体
』

に
。六

月
一
日
、「
党
の
基
本
方
針
を
堅
持
し
い
よ
い
よ
参
議
院
選
挙
に
突

入
し
よ
う
」（
論
説
）
を
『
議
会
と
自
治
体
』
に
。

六
月
十
一
日
、「
第
十
六
回
河
上
祭
を
迎
え
て
」（
随
筆
）
を
『
京
都
民

報
』
に
。

七
月
十
一
日
、
七
月
二
十
一
日
、「
党
創
立
当
時
の
思
い
出
」
①
②

（
随
筆
）
を
『
京
都
民
報
』
に
。

七
月
十
二
日
、「
国
領
伍
一
郎
（
一
九
〇
二
年
〜
一
九
四
三
年
）」（
談

話
・「
党
を
き
ず
い
た
人
び
と

創
立
四
十
周
年
を
記
念
し
て
②
」
欄
）

を
『
ア
カ
ハ
タ
』
に
。「《
語
る
人
》
日
本
共
産
党
中
央
委
員
谷
口
善
太

郎
」
と
あ
る
。

十
月
五
日
、「
国
領
伍
一
郎
」（
随
筆
）
を
収
録
し
た
『
党
を
き
ず
い
た

人
び
と
』（
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
出
版
部
）
が
刊
行
さ
れ
る
。
七
月

十
二
日
付
『
ア
カ
ハ
タ
』
掲
載
文
と
同
じ
。『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』
に

収
録
。

十
一
月
一
日
、「「
教
育
・
文
化
交
流
」
の
美
名
に
か
く
れ
日
本
の
学
者

を
ヒ
モ
つ
き
研
究
に
動
員
」「
米
軍
事
戦
略
に
利
用
さ
れ
る
太
平
洋
横
断

ケ
ー
ブ
ル
」「
国
会
議
員
互
助
年
金
法
の
お
手
盛
り
改
悪
に
反
対
」（
＊
三

点
と
も
衆
議
院
で
の
委
員
会
発
言
。「
第
四
一
国
会
で
奮
闘
す
る
日
本
共

産
党
国
会
議
員
団
」
欄
）
を
『
議
会
と
自
治
体
』
に
。

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
六
十
四
歳

�
十
一
月
、
京
都
第
一
区
の
衆
議
院
選
挙
で
ト
ッ
プ
で
当
選
。�

一
月
一
日
、「
年
頭
に
あ
た
っ
て

今
年
も
頑
張
ろ
う
」（
挨
拶
文
）
を

『
京
都
民
報
』
に
。

一
月
一
日
、「
国
領
伍
一
郎
同
志
の
思
い
出
」（
随
筆
）
を
『
月
刊
学

習
』
に
。

三
月
十
五
日
、「
一
枚
の
写
真
に
よ
る
思
い
出
」（
随
筆
）
を
収
録
し
た

『
一
九
六
三
年
三
月
没
後
二
十
周
年
記
念

国
領
五
一
郎
』
が
日
本
共
産

党
京
都
府
委
員
会
か
ら
刊
行
さ
れ
る
。

�
四
月
一
日
、「「
綿
」
を
か
い
た
こ
ろ
」（
随
筆
）
を
『
新
し
い
人
』（
京
都

民
主
主
義
文
学
会
発
行
）
に
。

五
月
一
日
、「
私
の
学
校
」（
随
筆
）
を
『
民
主
青
年
新
聞
』〈
未
見
〉
に
。

『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』
に
収
録
。�

谷
口
善
太
郎
・
執
筆
年
表
（
著
作
目
録
）
下

六
七



七
月
七
日
、「
党
創
立
当
時
の
思
い
出
」（
随
筆
）
を
『
新
し
い
人
』

に
。八

月
一
日
、「
教
科
書
を
事
実
上
国
定
化
す
る
も
の
│
教
科
書
無
償
法

案
に
反
対
す
る
│
」（
国
会
で
の
質
疑
と
討
論
・
谷
口
善
太
郎
）
を
『
議

会
と
自
治
体
』
に
。

�
十
月
〈
日
付
な
し
〉、「
第
二
の
故
郷
・
日
吉
町
」（
随
筆
）
を
『
日
吉
陶

業
誌
』
に
。

十
二
月
二
十
日
、『
谷
口
善
太
郎
小
説
選
』（
四
六
判
・
紙
装
・
カ
バ
ー
・

二
六
六
頁
・
三
四
〇
円
）
を
新
日
本
出
版
社
か
ら
刊
行
。
三
・
一
五
事
件
挿

話
／
綿
／
踊
る
／
幼
き
合
唱
／
庄
五
郎
お
や
じ
／
銃
殺
／
再
生
記
／
雪
の
夜

の
話
／
少
年
／
美
し
き
自
然
／
土
地
は
だ
れ
の
も
の
か
、
を
収
録
。
解
説
は

津
田
孝
。

十
二
月
二
十
二
日
、「
党
躍
進
祝
賀
大
会
で
」（「
思
う
ま
ま
」
欄
・
随
筆
）

を
『
ア
カ
ハ
タ
日
曜
版
』
に
。「
党
躍
進
祝
賀
会
で
」
と
改
題
し
て
『
つ
り

の
で
き
ぬ
釣
師
』
に
収
録
。�

（
編
者
注
）

『
谷
口
善
太
郎
小
説
選
』
収
録
の
「
綿
」
は
、
末
尾
に
「（
昭
和
六
年
八
月

│
九
月
『
ナ
ッ
プ
』）（
昭
和
二
十
五
年
七
月
訂
正
）
と
あ
る
。
一
九
五
〇
年

一
〇
月
刊
行
の
『
現
代
日
本
小
説
大
系

第
四
十
一
巻

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
２
』
版
の
「
綿
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
以
降
、「
綿
」
の
収
録
は
こ
れ

に
よ
る
。

「
土
地
は
だ
れ
の
も
の
か
」
は
末
尾
に
「（
一
九
四
〇
年
「
中
央
公
論
」
三

月
号
）」
と
あ
る
が
、
初
出
題
名
は
「
立
札
」
で
あ
る
。

前
掲
・
草
野
信
男
論
文
は
、「
綿
」
の
一
九
五
〇
年
の
改
訂
に
続
い
て
、

こ
の
「
土
地
は
だ
れ
の
も
の
か
」
も
「
改
題
」
だ
け
で
は
な
く
、「
改
訂
」

さ
れ
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

「
結
末
」「
し
め
く
く
り
」
の
二
行
百
八
十
六
字
こ
そ
他
で
も
な
い
一

九
六
三
年
改
訂
の
時
、
作
者
に
よ
っ
て
あ
ら
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た
部

分
な
の
で
あ
り
、
初
出
に
は
そ
の
二
行
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
！

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
六
十
五
歳

一
月
一
日
、「
党
指
導
と
思
想
動
員

堅
実
な
態
度
で
大
衆
を
結
集
」

（
論
説
）（〈
特
集

勝
利
と
前
進
の
意
義
を
か
み
し
め
て＝

当
選
の
よ
ろ

こ
び
と
決
意
〉
欄
）
を
『
議
会
と
自
治
体
』
に
。

�
一
月
三
日
、「
新
春
放
談

テ
レ
ビ
を
買
う
」（
随
筆
）
を
『
ア
カ
ハ
タ
』

に
。「
テ
レ
ビ
を
買
う
」
に
改
題
し
て
『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』
に
収
録
。

一
月
九
日
、「
お
ま
も
り
」（「
随
想
」
欄
・
随
筆
）
を
『
ア
カ
ハ
タ
』
に
。

「
お
守
り
」
と
改
題
し
て
『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』
に
収
録
。

三
月
一
日
、「
年
末
年
始
」（
随
筆
）
を
『
文
芸
春
秋
』
に
。『
つ
り
の
で

き
ぬ
釣
師
』
に
収
録
。�

三
月
十
五
日
、
谷
口
善
太
郎
「
階
級
戦
士
と
し
て
の
同
志
山
本
宣
治
」

を
収
録
し
た
田
村
敬
男
編
『
山
本
宣
治
│
白
色
テ
ロ
は
生
き
て
い
る
│
』

六
八



が
室
賀
書
店
（
大
阪
市
生
野
区
）
か
ら
刊
行
さ
れ
る
。「『
前
衛
』
に
発
表

さ
れ
た
も
の
を
谷
口
同
志
の
諒
解
を
得
て
本
書
に
採
録
し
た
も
の
で
あ

る
。
編
者
」
と
あ
る
。

四
月
三
十
日
、「
綿
」（
谷
口
善
太
郎
）
を
収
録
し
た
『
日
本
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
小
説
集
Ⅱ
』（
解
題
・
小
林
茂
夫
）
が
新
日
本
出
版
社
か
ら
刊
行
さ

れ
る
。

�
七
月
十
日
、「
河
上
肇
と
共
産
党
│
第
一
回
配
本
『
自
叙
伝
上
』
に
つ
い

て
│
」（
随
筆
）
を
『
読
書
の
友
』
に
。「
河
上
肇
と
共
産
党
」
と
改
題
し
て

『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』
に
収
録
。�

九
月
二
十
五
日
、「「
労
働
災
害
防
止
に
関
す
る
法
律
案
」
に
反
対
す

る
」（
一
九
六
四
年
六
月
九
日
衆
議
院
社
会
労
働
委
員
会
で
の
谷
口
善
太

郎
議
員
の
反
対
討
論
）
を
収
録
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
第

国
会
│
日
本

共
産
党
の
た
た
か
い
│
』（
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
宣
伝
教
育
文
化
部

発
行
。
八
六
頁
・
五
十
円
）
が
刊
行
さ
れ
た
。（
編
者
注
・「
労
働
災
害
の

防
止
対
策
を
資
本
家
団
体
の
自
主
的
活
動
に
一
任
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
反
対
す
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。）

�
九
月
〈
日
付
な
し
〉、「
河
上
先
生
の
「
血
み
ど
ろ
」
の
「
書
」」（
随
筆
）

を
『
河
上
肇
著
作
集
月
報
４
第
８
巻
付
録
』
に
。『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』

に
収
録
。�

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
六
十
六
歳

一
月
一
日
、「
一
九
六
五
年
を
勝
利
の
年
に
」（
挨
拶
文
）
を
『
京
都
民

報
』
に
。

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
六
十
七
歳

一
月
一
日
、「
年
頭
書
簡
」（
挨
拶
文
）
を
『
解
放
旗
』
に
。

一
月
五
日
、「
年
頭
所
感

人
民
の
輝
か
し
い
前
進
の
年
に
」（
挨
拶

文
）
を
『
京
都
民
報
』
に
。

�
一
月
二
十
九
日
、「
河
上
肇
先
生
の
思
い
出
│
没
後
二
十
周
年
に
よ
せ
て

│
」（
随
筆
）
を
『
ア
カ
ハ
タ
』
に
。
副
題
を
省
略
し
、「
河
上
先
生
の
思
い

出
」
と
改
題
し
て
『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』
に
収
録
。�

四
月
一
日
、「
政
府
自
民
党
の
た
く
ら
む
小
選
挙
区
制
の
陰
謀
を
糾
弾

す
る
」（
国
会
で
の
質
疑
と
政
府
答
弁
・
谷
口
善
太
郎
）
を
『
議
会
と
自

治
体
』
に
。

七
月
十
三
日
、「
党
京
都
支
部
の
確
立
」（
随
筆
）
を
『
京
都
民
報
』

に
。

�
八
月
八
日
、「
石
川
啄
木

一
握
の
砂
」（「
子
供
に
よ
ま
せ
た
い
こ
の
一

冊

」
欄
・
随
筆
）
を
『
読
書
の
友
』
に
。「
子
供
に
よ
ま
せ
た
い
」
と
改

題
し
て
『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』
に
収
録
。�

谷
口
善
太
郎
・
執
筆
年
表
（
著
作
目
録
）
下
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九
月
二
十
五
日
、「
不
屈
の
闘
士
、
梨
木
作
次
郎
」（
随
筆
）
を
収
録
し

て
い
る
『
貧
農
に
生
ま
れ
て
│
梨
木
作
次
郎
の
歩
ん
だ
道
』
が
梨
木
会
か

ら
刊
行
。

�
十
一
月
〈
日
付
な
し
〉、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
写
真
集

日
本
共
産
党
代
議

士

谷
口
善
太
郎
の
歩
ん
だ
道
』（
Ａ
５
判
・
紙
装
・
十
二
頁
・
三
十
円
）

を
京
都
民
報
社
か
ら
刊
行
。�

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
六
十
八
歳

�
一
月
、
京
都
第
一
区
の
衆
議
院
選
挙
で
当
選
。�

一
月
一
日
、「
共
産
党
の
躍
進
で
報
道
機
関
の
反
動
化
を
は
ば
も
う
」

（「
今
年
の
抱
負
」
欄
。
挨
拶
文
）
を
『
赤
旗
』
に
。

一
月
一
日
、「
年
頭
あ
い
さ
つ
（
＊
無
題
）」
を
『
京
都
民
報
』
に
。

二
月
一
日
、「
選
挙
十
句
」（
俳
句
）
を
『
赤
旗
』
に
。

�
七
月
二
日
、「
獄
中
の
河
上
博
士
励
ま
す

真
理
と
革
命
ま
も
る
夫
人
の

愛
」（「
河
上
秀
著
『
留
守
日
記
』
│
冬
の
時
代
に
耐
え
た
妻
の
記
録
│
」
の

書
評
）
を
『
赤
旗
日
曜
版
』
に
。「
河
上
夫
人
の
愛
│
「
留
守
日
記
」
を
よ

む
│
」
と
改
題
し
て
『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』
に
収
録
。�

七
月
十
九
日
、「
京
都
が
生
ん
だ
我
々
の
指
導
者
│
党
創
立
四
五
周
年

を
記
念
し
て
」（
随
筆
）
を
『
京
都
民
報
』
に
。

�
十
月
二
十
三
日
、「《
随
想
》
わ
が
学
習
の
思
い
出
『
共
産
党
宣
言
』
か

ら
『
資
本
論
』
へ

思
い
だ
す
研
究
会
の
国
領
伍
一
郎
同
志
の
こ
と
」（
随

筆
）
を
『
読
書
の
友
』
に
。
長
い
副
題
を
削
除
し
、「
わ
が
学
習
の
思
い
出
」

と
し
て
、『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』
に
収
録
。�

ハ
ン
ガ
リ
ー
語
版
の
『
近
代
日
本
の
物
語
』（
一
九
六
七
年
〈
月
日
な

し
〉、
四
六
判
・
布
装
・
五
七
五
頁
）
を
ブ
ダ
ペ
ス
ト
所
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
出
版
社
が
刊
行
。
谷
口
善
太
郎
（
須
井
一
）「
綿
」
を
収
録
。

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
六
十
九
歳

一
月
一
日
、「
日
本
共
産
党
と
統
一
戦
線
の
飛
躍
の
年
に
」（
挨
拶
文
）

を
『
京
都
民
報
』
で
。

二
月
一
日
、「
法
案
審
議
に
か
ん
す
る
党
国
会
議
員
団
の
態
度
│
第
五

五
、
五
六
国
会
に
お
け
る
法
案
審
査
に
つ
い
て
」（
論
説
）
を
『
前
衛
』

に
。

�
九
月
十
五
日
、「
川
上
同
志
の
死
を
い
た
む
」（
随
筆
）
を
『
赤
旗
』
に
。

「
川
上
貫
一
同
志
の
死
を
悼
む
」
と
改
題
し
、
引
用
の
詩
の
注
を
削
除
し
て
、

『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』
に
収
録
。

十
一
月
一
日
、「
川
上
貫
一
同
志
を
憶
う
」（
随
筆
）
を
『
議
会
と
自
治

体
』
に
。「
川
上
貫
一
同
志
」
と
改
題
し
て
、『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』
に
収

録
。�
同
誌
に
は
、「
ハ
ン
セ
ン
氏
病
患
者
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て
│
日
用
品

増
額
な
ど
を
認
め
さ
せ
る
│
八
月
二
十
七
日
衆
院
社
会
労
働
委
員
会
」（
国

会
で
の
質
疑
と
政
府
答
弁
・
谷
口
善
太
郎
）
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 七

〇



一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
七
十
歳

�
一
月
一
日
、「
百
里
を
行
く
決
意
」（
挨
拶
文
）
を
『
京
都
民
報
』
に
。

『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』
に
収
録
。�

一
月
一
日
、「
い
か
な
る
事
態
に
も
即
応
し
う
る
態
勢
に
」（
挨
拶
文
）

を
『
京
都
青
年
』
に
。

�
一
月
三
日
、「
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
」（「
随
想
」
欄
・
随
筆
）
を
『
赤
旗
』

に
。『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』
に
収
録
。�

一
月
十
九
日
、
須
井
一
「
綿
」
を
収
録
し
た
『
日
本
現
代
文
学
全
集
・

講
談
社
版

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
集
』
が
刊
行
さ
れ
る
。

�
一
月
二
十
二
日
、「
し
ら
み
退
治
」（「
随
想
」
欄
・
随
筆
）
を
『
学
生
新

聞
』
に
。『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』
に
収
録
。�

二
月
二
十
五
日
、
谷
口
善
太
郎
「
綿
」
を
収
録
し
た
『
日
本
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
学
選
２
』（
凾
入
・
解
題
は
小
林
茂
夫
）
が
新
日
本
出
版
社
か
ら

刊
行
さ
れ
る
。

三
月
一
日
、「
山
本
宣
治
同
志
の
思
い
出
│
死
後
四
十
周
年
を
記
念
し

て
│
」（「
随
想
」
欄
・
随
筆
）
を
『
文
化
評
論
』
に
。

�
五
月
一
日
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
七
〇
年
へ
の
道
』（
小
四
六
判
・
紙
装
・

四
八
頁
・
三
〇
円
）
を
京
都
民
報
社
か
ら
刊
行
。�

六
月
十
三
日
、「
愛
知
外
相
訪
米
問
題
」
で
「
発
言
」。『
つ
り
の
で
き

ぬ
釣
師
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
る
が
『
赤
旗
』
該
当
号
に
は
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
。
緊
急
質
問
を
メ
モ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

九
月
一
日
、「
戦
後
最
悪
の
佐
藤
内
閣
は
退
陣
せ
よ
。」「
健
康
保
険
抜

本
的
改
悪
に
反
対
す
る
」（
編
者
注
・
二
編
と
も
『
赤
旗
』
か
ら
の
再
録
）

を
『
議
会
と
自
治
体
』
に
。

�
九
月
十
二
日
、「
川
上
貫
一
同
志
の
一
周
忌
を
迎
え
て
」（
随
筆
）
を
『
赤

旗
』
に
。「
一
周
忌
を
迎
え
て
」
に
改
題
し
て
『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』
に

収
録
。

十
二
月
七
日
、「『
不
封
己
』（
お
の
れ
を
あ
つ
う
せ
ず
）
杜
甫
」（「
わ
た

し
の
好
き
な
こ
と
ば
」
欄
・
随
筆
）
を
『
赤
旗

日
曜
版
』
に
。「
好
き
な

こ
と
ば
」
に
改
題
し
て
『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』
に
収
録
。

一
二
月
、
京
都
第
一
区
か
ら
衆
議
院
選
挙
に
立
候
補
、
ト
ッ
プ
当
選
。�

（
編
者
注
）

『
七
〇
年
へ
の
道
』
の
内
容
は
左
記
の
と
お
り
。

自
筆
短
冊
／
序
（
著
者
）／
す
い
せ
ん
の
言
葉
（
野
坂
参
三
、
河
田
賢
治
、

蜷
川
虎
三
）／
七
〇
年
へ
の
道
（
貧
農
に
生
ま
れ
て
／
党
の
戦
列
へ
／
大
弾

圧
／
暗
黒
時
代
／
敗
戦
と
党
再
建
（
一
九
六
九
年
四
月
）／
国
会
質
問
／
略

歴
、
編
集
後
記

「
七
〇
年
へ
の
道
」
は
、「
わ
が
経
歴
」
と
改
題
し
て
『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣

師
』
に
収
録
。

谷
口
善
太
郎
・
執
筆
年
表
（
著
作
目
録
）
下

七
一



一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十
五
年
）
七
十
一
歳

五
月
十
五
日
、「
公
明
党
よ
、
出
版
妨
害
の
事
実
を
認
め
よ

日
本
共

産
党
衆
議
院
議
員

谷
口
善
太
郎
」、「
植
村
左
内
参
考
人
に
対
す
る
谷
口

善
太
郎
議
員
の
質
問
」、「
第

回
国
会
・
予
算
委
員
会
議
録

共
産
党
・

谷
口
善
太
郎
質
問
」
を
収
録
し
た
『
私
は
証
言
す
る
！

出
版
妨
害
問
題

真
相
究
明
国
会
議
員
集
会
の
全
記
録
』（
日
新
報
道
出
版
部
編
集
）
が
日

新
報
道
か
ら
刊
行
さ
れ
る
。

七
月
二
日
、
日
本
共
産
党
第
十
一
回
大
会
で
「
国
会
議
員
団
の
闘
争
に

お
け
る
二
つ
の
教
訓
」
を
発
言
。（『
前
衛
』
同
年
九
月
臨
時
増
刊
号
（
九

月
十
五
日
発
行
）
に
収
録
。

八
月
一
〇
日
、「
衆
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
発
言
の
不
当
差
別
に
反

対
す
る
（
二
・
一
六
）」（
談
話
・
谷
口
善
太
郎
）
を
『
議
会
と
自
治
体
』

臨
時
増
刊
号
に
。

�
十
一
月
四
日
、
五
日
、
六
日
、
八
日
、「
怒
り
に
燃
え
る
島
」（
随
筆
）

を
『
赤
旗
』
に
。『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』
に
収
録
。�

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
七
十
二
歳

五
月
二
十
六
日
、『
狐
の
く
れ
た
赤
ん
坊
』（
主
演
・
勝
新
太
郎
）
封
切

（
編
者
注
）
石
子
順
「
庶
民
と
武
士
と
の
対
比
「
狐
の
く
れ
た
赤
ん

坊
」（
大
映
）」（『
赤
旗
』
一
九
七
一
年
六
月
十
日
付
、「
映
画
」
欄
）
で
、

「
原
作
・
脚
色＝

丸
根
賛
太
郎
、
監
督＝

三
隅
研
次
で
す
が
、
も
う
一
人

の
原
作
者
谷
口
善
太
郎
の
名
前
が
お
ち
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
わ
け
で
し

ょ
う
か
。」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
年
六
月
十
三
日
付
『
赤
旗
』
掲
載

の
、
丸
根
賛
太
郎
「『
狐
の
く
れ
た
赤
ん
坊
』
と
谷
口
善
太
郎
氏
」
が
そ

の
疑
問
に
答
え
て
い
る
。

�
七
月
二
十
四
日
、「
任
務
に
命
を
か
け
る
山
本
宣
治
の
た
た
か
い
」（「
歴

史
の
ひ
と
こ
ま
⑨
」
欄
、
随
筆
）
を
『
赤
旗
』
に
。『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』

に
収
録
。�

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
十
七
年
）
七
十
三
歳

一
月
一
日
、
女
優
南
風
洋
子
と
の
新
春
対
談
に
出
席
（『
京
都
民
報
』）。

四
月
九
日
、
四
月
十
六
日
、
四
月
二
十
三
日
、「
河
上
肇

日
本
共
産

党
創
立
五
十
周
年

礎
を
き
ず
い
た
人
び
と
」（
随
筆
）
を
『
京
都
民
報
』

に
。

�
四
月
十
日
、『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』（
四
六
判
・
厚
紙
装
・
凾
入
・
帯
・

三
一
五
頁
・
六
八
〇
円
・
装
幀
ま
つ
や
ま
ふ
み
お
）
を
新
日
本
出
版
社
か
ら

刊
行
。�

六
月
十
一
日
、
壽
岳
文
章
と
の
対
談
「
河
上
肇
博
士
の
思
い
出
」
に
出

席
（『
京
都
民
報
』）。

七
月
六
日
、
座
談
会
「
不
屈
の
五
〇
年
、
戦
前
の
党
活
動
を
語
る＝

在

京
都
戦
前
派
運
動
家
十
二
氏
と
」
に
出
席
（『
京
都
民
報
』）。

七
月
十
五
日
、「
河
上
肇
（
谷
口
善
太
郎
）」（
随
筆
）
を
収
録
し
た

七
二



『
日
本
共
産
党
創
立
五
十
周
年

礎
を
き
ず
い
た
人
び
と
』
が
京
都
民
報

社
か
ら
刊
行
さ
れ
る
。

�
七
月
十
五
日
、『
綿

谷
口
善
太
郎
小
説
選
』（
四
六
判
・
厚
紙
装
・
カ
バ

ー
・
二
五
六
頁
・
六
〇
〇
円
・
装
幀
小
野
忠
重
）
を
新
日
本
出
版
社
か
ら
刊

行
。
三
・
一
五
事
件
挿
話
／
綿
／
踊
る
／
幼
き
合
唱
／
庄
五
郎
お
や
じ
／
銃

殺
／
再
生
記
／
雪
の
夜
の
話
／
少
年
／
美
し
き
自
然
／
土
地
は
だ
れ
の
も
の

か
、
を
収
録
。
一
九
六
三
年
刊
の
『
谷
口
善
太
郎
小
説
選
』
と
収
録
作
品
は

同
じ
。
解
説
は
な
し
。�

八
月
五
日
、「
戦
前
の
労
働
者
教
育
あ
れ
こ
れ
│
評
議
会
の
労
働
者
教

育
│
」（
談
話
）
を
『
月
刊
学
習
運
動
』（
労
働
者
教
育
協
会
編
集
、
学
習

の
友
社
発
行
）
に
。「
憲
法
と
た
た
か
い
の
ｂ
ｌ
ｏ
ｇ
」
で
初
め
て
紹
介

さ
れ
た
。
た
だ
し
、「（
総
同
盟
と
評
議
会
の
労
働
者
教
育
）」
と
副
題
を

改
題
し
て
い
る
。

�
十
月
二
十
五
日
、
後
援
会
部
内
資
料
『
た
に
ぜ
ん
』（
河
田
賢
治
・
小
笠

原
貞
子
編
集
・
縦
十
九
セ
ン
チ
・
横
二
十
セ
ン
チ
・
紙
装
・
二
十
四
頁
・
五

十
円
）
を
京
都
民
報
社
か
ら
刊
行
。

十
二
月
、
京
都
第
一
区
か
ら
梅
田
勝
と
と
も
に
衆
議
院
選
挙
に
立
候
補

（
一
区
複
数
立
候
補
は
善
太
郎
の
提
起
に
よ
る
）。
二
名
と
も
当
選
、
自
ら
も

ト
ッ
プ
で
当
選
。�

（
編
者
注
）

『
つ
り
の
で
き
ぬ
釣
師
』
は
見
返
し
に
「（
随
筆
と
小
品
）」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
収
録
作
品
は
左
記
の
と
お
り
。

口
絵
写
真
（
そ
と
夫
人
と
）

わ
が
経
歴
（
貧
農
に
生
ま
れ
て
／
党
の
戦
列
へ
／
大
弾
圧
／
暗
黒
時
代
／

敗
戦
と
党
再
建
）

戦
後
雑
草
（
蕎
麦
を
ま
く
／
メ
ー
デ
ー
昔
話
／
い
の
し
し
の
被
害
／
公
園

で
／
私
の
学
校
／
党
躍
進
祝
賀
会
で
／
テ
レ
ビ
を
買
う
／
お
守
り
／
年
末
年

始
／
子
供
に
よ
ま
せ
た
い
／
好
き
な
こ
と
ば
／
わ
が
学
習
の
思
い
出
／
つ
り

の
で
き
ぬ
釣
師
／
百
里
を
行
く
決
意
／
し
ら
み
退
治
／
発
言
／
怒
り
に
燃
え

る
島
）

思
い
出
の
人
び
と

国
領
五
一
郎

山
本
宣
治
（
階
級
戦
士
と
し
て
の
同

志
山
本
宣
治
／
任
務
に
命
を
か
け
る
山
本
宣
治
の
た
た
か
い
）
河
上
肇

（
そ
の
頃
の
河
上
先
生
の
こ
と
／
河
上
肇
と
共
産
党
／
河
上
先
生
の
「
血
み

ど
ろ
」
の
「
書
」／
河
上
先
生
の
思
い
出
／
河
上
夫
人
の
愛
）
川
上
貫
一

（
川
上
貫
一
同
志
の
死
を
い
た
む
／
川
上
貫
一
同
志
／
一
周
忌
を
迎
え
て
）

小
品
拾
遺
（
バ
ッ
ト
の
箱
／
お
千
代
／
行
軍
／
夕
し
ぐ
れ
／
参
宮
列
車
で

／
夏
の
宵
／
荷
を
挽
く
馬
／
あ
の
頃
の
日
記
／
家
鴨
の
子
た
ち
／
清
水
の
あ

た
り
／
山
蘭
／
柿
の
話
／
春
の
彼
岸
／
枝
か
ら
枝
へ
／
道
づ
れ
）

あ
と
が
き

『
た
に
ぜ
ん
』
の
内
容
は
左
記
の
と
お
り
。

京
都
に
住
ん
で
五
十
年
／
座
談
会

い
ま
新
し
い
歴
史
の
開
く
と
き

谷

善
さ
ん
お
お
い
に
語
る
／
政
治
の
革
新
で
新
し
い
日
本
を

日
本
共
産
党
の

政
策
の
あ
ら
ま
し
／
京
都
の
住
民
の
利
益
を
守
っ
て

真
っ
向
か
ら
対
決

大
ボ
ラ
列
島
改
造
論
と
／
え
が
た
い
人
（
不
破
哲
三
）／
善
さ
ん
半
代
記
／

谷
口
善
太
郎
・
執
筆
年
表
（
著
作
目
録
）
下

七
三



小
説

鉄

須
井
一
作

槇
重
吉
画
／
小
説
家
・
谷
口
善
太
郎
（
住
谷
悦

治
）／
必
勝
を
訴
え
る
（
安
井
真
造
）／
た
に
ぜ
ん
さ
ん
の
ひ
と
が
ら
（
野
坂

参
三
・
河
田
賢
治
・
蜷
川
虎
三
・
船
橋
求
己
）／
谷
口
善
太
郎
さ
ん
に
期
待

し
ま
す
（
四
十
氏
）／
よ
び
か
け
（
谷
口
善
太
郎
後
援
会
）／
谷
口
善
太
郎

著
書
（
裏
表
紙
）

一
九
七
三
年
（
昭
和
四
十
八
年
）
七
十
四
歳

�
四
月
三
日
、『
キ
リ
ス
ト
新
聞
』
主
筆
の
武
藤
富
男
と
対
談
。『
キ
リ
ス
ト

新
聞
』「
武
藤
本
紙
主
筆

日
本
共
産
党
に
聞
く
」
四
月
十
四
日
、
四
月
二

十
一
日
、
四
月
二
十
八
日
、
五
月
五
日
、
五
月
十
二
日
、
五
月
十
九
日
、
計

六
回
連
載
。�

七
月
十
二
日
、『
日
本
共
産
党
に
聞
く
『
キ
リ
ス
ト
新
聞
』
時
事
問
題

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』（
小
四
六
判
・
紙
装
・
三
〇
頁
・
百
円
）
が
キ
リ
ス
ト

新
聞
社
か
ら
刊
行
さ
れ
る
。
前
記
の
武
藤
富
男
と
の
対
談
を
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
没
後
、
蔵
原
惟
人
編
『
宗
教
と
共
産
主
義
に
つ

い
て
の
対
話
』（
一
九
七
六
年
一
月
三
十
日
、
新
日
本
出
版
社
刊
）
に

「
キ
リ
ス
ト
者
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
と
の
対
話
」（「
Ⅱ

宗
教
者
と
共

産
党
員
と
の
対
話
」
の
「
二
」）
と
し
て
収
録
。

十
一
月
十
一
日
、「
フ
ィ
ル
ム
で
多
喜
二
に
再
会
」（
随
筆
）
「
映
画

「
小
林
多
喜
二
」
の
成
功
を
」
欄
、
を
『
京
都
民
報
』
に
。
末
尾
に
（
東

京
・
議
員
宿
舎
に
て
）
と
あ
る
。

�
十
二
月
、
代
々
木
病
院
に
入
院
中
、
塩
田
庄
兵
衛
と
「『
日
本
労
働
組
合

評
議
会
史
』
に
つ
い
て
」
対
談
。�

一
九
七
四
年
（
昭
和
四
十
九
年
）

�
三
月
、
京
都
府
知
事
選
で
蜷
川
虎
三
応
援
の
た
め
帰
洛
。
四
月
、
慶
応
病

院
に
入
院
。（
中
略
）
六
月
八
日
午
前
五
時
五
十
分
に
永
眠
し
た
。�

七
月
二
十
日
、
詩
「
妻
よ
」
が
「
友
人
代
表

参
議
院
議
員

須
藤
五

郎
」
の
作
曲
で
、「
故
谷
口
善
太
郎
氏
追
悼
式
」（
日
本
共
産
党
京
都
府
委

員
会
主
催
）
の
会
場
の
勤
労
会
館
で
紹
介
さ
れ
る
。（『
京
都
民
報
』
一
九

七
四
年
七
月
二
十
八
日
付
。）

（
編
者
注
）

須
藤
五
郎
の
「
追
悼
の
こ
と
ば
」
の
一
部
を
左
記
に
記
す
。

善
さ
ん
。
一
九
六
九
年
の
総
選
挙
の
中
で
「
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
作

っ
た
詩
だ
」
と
い
っ
て
「
妻
よ
」
と
題
す
る
一
篇
の
詩
を
示
さ
れ
た

時
、
一
見
し
て
僕
は
老
闘
士
善
さ
ん
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
に
心
う
た

れ
即
座
に
紙
片
に
五
本
の
線
を
引
き
楽
譜
を
書
き
と
ど
め
ま
し
た
。

生
前
ゆ
っ
く
り
歌
っ
て
き
い
て
も
ら
う
こ
と
も
な
く
終
わ
っ
て
し
ま

っ
た
そ
の
曲
を
あ
ら
た
め
て
君
に
捧
げ
る
。

「
一
九
七
〇
・
二
・
五
作
曲
」
と
あ
る
「
妻
よ
」
の
歌
詞
は
左
記
の

と
お
り
。

き
み
も
ぼ
く
も

七
四



ず
い
ぶ
ん
し
わ
を
た
く
わ
え
た
が

ま
だ
や
す
む
わ
け
に
は
い
か
な
い
ぞ

そ
ら
は
く
ら
く
て
あ
ら
し
も
つ
よ
い

さ
あ
し
つ
か
り
た
づ
な
を
さ
ば
け

お
れ
は
か
じ
を
は
な
さ
な
い

り
く
は
ち
か
い
の
だ

（
没
後
刊
行
）

一
九
七
五
年
四
月
二
十
五
日
、
谷
口
善
太
郎
著
『
綿
』（
新
日
本
文
庫

二
二
〇
頁
・
三
一
〇
円
・
カ
バ
ー

絵
・
吉
井
忠

表
紙
・
扉
・
装
丁
・
秋

元
道
男
）
を
新
日
本
出
版
社
か
ら
刊
行
。
綿
／
踊
る
／
幼
き
合
唱
／
土
地
は

だ
れ
の
も
の
か
、
を
収
録
。
解
説
・
小
林
茂
夫
。

一
九
七
五
年
一
二
月
二
五
日
、
谷
口
善
太
郎
著
『
日
本
労
働
組
合
評
議
会

史
』（
Ａ
５
判
・
ク
ロ
ス
装
・
凾
入
・
四
〇
四
頁
・
三
五
〇
〇
円
）
を
新
日

本
出
版
社
か
ら
刊
行
。

巻
頭
の
塩
田
庄
兵
衛
「
新
版
（
第
四
版
）
序
文
」
に
、「
こ
れ
ま
で
の
各

版
は
、
い
ず
れ
も
上
・
下
二
巻
に
わ
か
れ
て
い
た
が
、
第
四
版
に
あ
た
る
こ

の
新
日
本
出
版
社
版
で
は
、
こ
れ
を
一
巻
に
ま
と
め
、
著
者
に
本
書
に
つ
い

て
の
思
い
出
や
最
近
時
点
で
の
感
想
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
「
解
説
の
た
め
の

対
談
」
を
巻
末
に
新
し
く
収
録
し
た
。」「
本
年
は
、
一
九
二
五
年
五
月
に
結

成
さ
れ
た
日
本
労
働
組
合
評
議
会
の
五
十
周
年
に
当
た
る
。」
と
あ
る
。

一
九
七
六
年
八
月
二
十
日
、
須
井
一
「
綿
」
を
収
録
し
た
『
土
と
ふ
る
さ

と
の
文
学
全
集

理
想
と
抵
抗
』
が
社
団
法
人
家
の
光
社
か
ら
刊
行
さ

れ
る
。
解
説
は
久
保
田
正
文
。

一
九
八
五
年
三
月
二
十
五
日
、「
掌
編
・
壁
小
説
集
」
と
し
て
「
元
日
」

「
庄
五
郎
お
や
じ
」「
銃
殺
」
を
収
録
し
た
『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
集

「
戦
旗
」「
ナ
ッ
プ
」
作
家
集
』
が
新
日
本
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
る
。
解
説

は
佐
藤
静
夫
。

一
九
八
六
年
十
一
月
三
十
日
、『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
集

谷
口

善
太
郎
集
』（
四
六
判
・
ク
ロ
ス
装
・
凾
入
・
帯
・
四
五
〇
頁
・
二
八
〇
〇

円
）
が
新
日
本
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
る
。
三
・
一
五
事
件
挿
話
／
綿
／
踊

る
／
幼
き
合
唱
／
樹
の
な
い
村
／
鉄
／
恐
慌
以
後
／
行
軍
／
お
千
代
／
参
宮

列
車
で
／
帰
郷
／
土
地
は
だ
れ
の
も
の
か
／
清
水
焼
風
景
、
を
収
録
。
解
説

は
伊
豆
利
彦
。

「
清
水
焼
風
景
」
は
発
見
さ
れ
た
発
禁
本
に
よ
っ
て
初
版
の
伏
字
が
完
全

復
元
さ
れ
た
。
な
お
、
発
禁
本
は
現
在
で
は
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

一
九
九
四
年
二
月
十
五
日
、「
少
年
」
を
収
録
し
た
『
ふ
る
さ
と
文
学
館

第

巻

石
川
』
が
ぎ
ょ
う
せ
い
か
ら
刊
行
さ
れ
る
。
作
品
解
説
は
上
田
正

行
。一

九
九
六
年
三
月
一
日
、『
石
川
近
代
文
学
全
集
４

深
田
久
弥

水
芦

光
子

島
田
清
次
郎

加
賀
耿
二
』（
Ａ
５
判
・
カ
バ
ー
・
帯
・
五
七
三
頁

・
四
三
三
〇
円
）
が
石
川
近
代
文
学
館
か
ら
刊
行
さ
れ
る
。

綿
／
少
年
／
土
地
は
だ
れ
の
も
の
か
／
評
伝
／
作
品
解
説
／
参
考
文
献
／
年

譜
、
を
収
録
。
評
伝
以
下
は
小
林
輝
冶
が
作
成
。

（
中
国
語
版
）

谷
口
善
太
郎
・
執
筆
年
表
（
著
作
目
録
）
下

七
五



一
九
八
四
年
九
月
（
日
付
な
し
）、『
谷
口
善
太
郎
小
説
選
』（
卞
立
強
訳

・
四
六
判
・
紙
装
・
二
四
五
頁
・
一
・
一
〇
元
）
が
中
国
連
合
出
版
公
司
か

ら
刊
行
さ
れ
る
。
訳
者
前
言
／
三
・
一
五
事
件
挿
話
／
綿
／
踊
る
／
幼
き
合

唱
／
庄
五
郎
お
や
じ
／
雪
の
夜
の
話
／
少
年
／
美
し
き
自
然
／
土
地
は
だ
れ

の
も
の
か
、
を
収
録
。

（
参
考
文
献
）

一
九
九
六
年
四
月
九
日
、『
狐
の
呉
れ
た
赤
ん
坊

日
本
カ
ル
ト
映
画
全

集
９
』
が
ワ
イ
ズ
出
版
か
ら
刊
行
さ
れ
る
。「
シ
ナ
リ
オ

狐
の
呉
れ
た
赤

ん
坊

丸
根
賛
太
郎
」、「『
狐
の
呉
れ
た
赤
ん
坊
』
と
谷
口
善
太
郎
氏
」（
編

者
注
・
初
出
題
名
を
一
部
修
正
）
を
収
録
。

（
は
た
・
し
げ
お

大
阪
府
立
桜
塚
高
校
）

七
六


